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令
和
４
年
４
月

第
43号

関
連
記
事
　
編
集
後
記（
16Ｐ
）

令
和
４
年
３
月
31日
の
五
戸
高
校
閉
門
式
の
様
子
で
す
。

多
く
の
卒
業
生
に
見
守
ら
れ
、
93年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
五
戸
高
校



③ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ②

＜　財　源　構　成　＞

自主財源
２４．９％

依存財源
７５．１％

【一般会計】

令和４年度当初予算を可決

一般会計　８８億０,０５５万円　前年度比１.８％　１億５,３９１万円　増額

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

町　税
13億4,165万円

15.3%

自主財源
21億9,062万円
24.9%

依存財源
66億0,993万円
75.1%

地方交付税
41億1,200万円

46.7%

民生費
25億7,157万円

29.3%

総務費
14億3,580万円

16.4%

衛生費
10億6,114万円

12.1%

公債費
10億5,651万円

12.1%

消防費
3億9,771万円

4.5%

教育費
9億0,627万円
10.2%

土木費
7億5,869万円

8.6%

農林水産業費
4億2,509万円

4.8%

議会費
9,363万円
1.0%

商工費
8,811万円
1.0%

その他
603万円
0.0%

国・県支出金
15億6,019万円

17.7%

町債
4億3,260万円

4.9%

地方消費税交付金
3億5,300万円

4.0%

その他交付金
2,490万円
0.3%

繰入金
3億6,662万円

4.2%
諸収入

1億2,465万円
1.4%

寄附金
1億4,000万円

1.6%

使用料及び手数料
7,086万円
0.8%

その他
1億4,684万円

1.6%

地方譲与税
1億2,724万円

1.5%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億8,480万円
20億7,765万円
24億1,800万円
3億4,756万円
1億4,645万円
4,934万円
9,472万円
1,540万円
2,845万円

前 年 度 比
増　減　額

2,896万円
△9,128万円
6,859万円
△3,634万円
509万円
832万円
880万円

△1,111万円
59万円

増減率

区　　　分

令和４年度　主な新規事業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

6.4％
△4.2％
2.9％
△9.5％
3.6％
20.3％
10.2％
△41.9％
2.1％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

26億0,251万円
27億8,816万円
3億2,874万円
5億9,410万円

6億6,867万円
5,847万円
△6,764万円
△9,228万円

34.6％
2.1％

△17.1％
△13.4％

総務費

●木村秀政ホール改修実施設計
業務委託料 200万円 1,100万円●高校生広域通学定期券購入補

助金

●ふるさと納税システム運営管理業務
委託料（返礼品費・送料の一本化） 4,857万円 394万円●収納支援システム改修業務委託料

（コンビニ収納対応）

商工費

●五戸まつり山車運行団体参加
継続支援補助金 1,215万円 1,737万円●ひばり野公園長寿命化計画策定

業務委託料

土木費

下水道事業特別会計

●汚水処理施設整備構想見直し業務
委託料 303万円 278万円●農業集落排水管路施設清掃調査

業務委託料

農業集落排水処理施設事業特別会計

衛生費

●公衆浴場運営費補助金 30万円 181万円●ふれあい市ごのへ改修工事費

農林水産業費

消防費 教育費

●防災行政無線同報系更新工事費 1,428万円 5,962万円●歴史みらいパーク指定管理料

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

△0.2
99.4

△10.2
40.0
△2.2
16.4
11.5

4.8
△2.0
△38.8
15.4
4.2

△15.0
△1.1
1.8

△212
1億8,271
△1,410
4,000
△156
2,070

2億2,563

1億8,700
△3,253

△2億7,390
4,700
511

△440
△7,172

1億5,391

13億4,165
3億6,662
1億2,465
1億4,000
7,086

1億4,684
21億9,062

41億1,200
15億6,019
4億3,260
3億5,300
1億2,724
2,490

66億0,993

88億0,055

町　税
繰入金
諸収入
寄附金
使用料及び手数料
その他
小計（自主財源）

地方交付税
国・県支出金
町　債
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

△0.2
11.3
△1.3
1.8
1.6

　3.8
△12.8
6.8

△0.3
2.1
0.3
1.8

△395
1億4,620
△1,398
1,910
1,458
2,758

△6,243
2,528
△30
181
2

1億5,391

25億7,157
14億3,580
10億6,114
10億5,651
9億0,627
7億5,869
4億2,509
3億9,771
9,363
8,811
603

88億0,055

民生費
総務費
衛生費
公債費
教育費
土木費
農林水産業費
消防費
議会費
商工費
その他
合　計



③ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ②

＜　財　源　構　成　＞

自主財源
２４．９％

依存財源
７５．１％

【一般会計】

令和４年度当初予算を可決

一般会計　８８億０,０５５万円　前年度比１.８％　１億５,３９１万円　増額

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

町　税
13億4,165万円

15.3%

自主財源
21億9,062万円
24.9%

依存財源
66億0,993万円
75.1%

地方交付税
41億1,200万円

46.7%

民生費
25億7,157万円

29.3%

総務費
14億3,580万円

16.4%

衛生費
10億6,114万円

12.1%

公債費
10億5,651万円

12.1%

消防費
3億9,771万円

4.5%

教育費
9億0,627万円
10.2%

土木費
7億5,869万円

8.6%

農林水産業費
4億2,509万円

4.8%

議会費
9,363万円
1.0%

商工費
8,811万円
1.0%

その他
603万円
0.0%

国・県支出金
15億6,019万円

17.7%

町債
4億3,260万円

4.9%

地方消費税交付金
3億5,300万円

4.0%

その他交付金
2,490万円
0.3%

繰入金
3億6,662万円

4.2%
諸収入

1億2,465万円
1.4%

寄附金
1億4,000万円

1.6%

使用料及び手数料
7,086万円
0.8%

その他
1億4,684万円

1.6%

地方譲与税
1億2,724万円

1.5%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億8,480万円
20億7,765万円
24億1,800万円
3億4,756万円
1億4,645万円
4,934万円
9,472万円
1,540万円
2,845万円

前 年 度 比
増　減　額

2,896万円
△9,128万円
6,859万円
△3,634万円
509万円
832万円
880万円

△1,111万円
59万円

増減率

区　　　分

令和４年度　主な新規事業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

6.4％
△4.2％
2.9％
△9.5％
3.6％
20.3％
10.2％
△41.9％
2.1％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

26億0,251万円
27億8,816万円
3億2,874万円
5億9,410万円

6億6,867万円
5,847万円
△6,764万円
△9,228万円

34.6％
2.1％

△17.1％
△13.4％

総務費

●木村秀政ホール改修実施設計
業務委託料 200万円 1,100万円●高校生広域通学定期券購入補

助金

●ふるさと納税システム運営管理業務
委託料（返礼品費・送料の一本化） 4,857万円 394万円●収納支援システム改修業務委託料

（コンビニ収納対応）

商工費

●五戸まつり山車運行団体参加
継続支援補助金 1,215万円 1,737万円●ひばり野公園長寿命化計画策定

業務委託料

土木費

下水道事業特別会計

●汚水処理施設整備構想見直し業務
委託料 303万円 278万円●農業集落排水管路施設清掃調査

業務委託料

農業集落排水処理施設事業特別会計

衛生費

●公衆浴場運営費補助金 30万円 181万円●ふれあい市ごのへ改修工事費

農林水産業費

消防費 教育費

●防災行政無線同報系更新工事費 1,428万円 5,962万円●歴史みらいパーク指定管理料

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

△0.2
99.4

△10.2
40.0
△2.2
16.4
11.5

4.8
△2.0
△38.8
15.4
4.2

△15.0
△1.1
1.8

△212
1億8,271
△1,410
4,000
△156
2,070

2億2,563

1億8,700
△3,253

△2億7,390
4,700
511

△440
△7,172

1億5,391

13億4,165
3億6,662
1億2,465
1億4,000
7,086

1億4,684
21億9,062

41億1,200
15億6,019
4億3,260
3億5,300
1億2,724
2,490

66億0,993

88億0,055

町　税
繰入金
諸収入
寄附金
使用料及び手数料
その他
小計（自主財源）

地方交付税
国・県支出金
町　債
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

△0.2
11.3
△1.3
1.8
1.6

　3.8
△12.8
6.8

△0.3
2.1
0.3
1.8

△395
1億4,620
△1,398
1,910
1,458
2,758

△6,243
2,528
△30
181
2

1億5,391

25億7,157
14億3,580
10億6,114
10億5,651
9億0,627
7億5,869
4億2,509
3億9,771
9,363
8,811
603

88億0,055

民生費
総務費
衛生費
公債費
教育費
土木費
農林水産業費
消防費
議会費
商工費
その他
合　計



⑤ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ④

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
４
年
度
は
、
当
初
予

算
の
段
階
か
ら
財
政
調
整
基

金
を
１
億
５
０
０
０
万
円
繰

り
入
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
苦
し
い
財
政
状
況

下
で
あ
っ
て
も
、
町
民
の
方
々

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
た

い
と
い
う
若
宮
町
長
の
思
い

の
表
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　
事
業
の
進
め
方
や
効
果
を

確
認
し
な
が
ら
財
政
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
人
と
人
、
人
と
情
報
が
緩

く
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
、

「
五
戸
み
ら
い
カ
フ
ェ
」と
、

地
域
の
高
校
生
と
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
地
域
の

大
人
た
ち
が
対
話
す
る
場
と

し
て
開
催
し
て
い
る
、「
ご
の

へ
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」
と
い
う
２
つ
の
事
業

を
開
催
す
る
た
め
の
業
務
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
令

和
４
年
度
も
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
奨

励
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
大
学
等
在
籍
中
に
県
内
企

業
等
か
ら
正
社
員
と
し
て
内

定
を
受
け
、
卒
業
年
度
末
日

に
、
五
戸
町
に
定
住
し
た
方

に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
交
付
確
定
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
に
渡
っ

て
定
住
し
た
方
に
は
、
10
万

円
ず
つ
加
算
さ
れ
、
ト
ー
タ

ル
で
１
人
に
つ
き
最
高
55
万

円
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
奨
励
金
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
対
象
者
を「
高
校
卒
業
し

て
就
職
す
る
方
」ま
で
拡
大

し
て
は
ど
う
か
。

答
小
村
政
策
調
整
室
長

 

若
い
世
代
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
大
学
等
で
得

た
知
識
や
成
果
を
五
戸
町
で

生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
目

的
か
ら
そ
の
よ
う
な
要
件
に

し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
支
援
範
囲
の
拡
大

を
含
め
、
よ
り
有
効
な
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

 

若
者
の
移
住
定
住
促
進
及

び
子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、

五
戸
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

に
入
居
す
る
若
者
夫
婦
世
帯

に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
町
営
住
宅
に
入
居
す
る
場

合
は
対
象
に
な
る
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
町
営
住
宅
は
町
で
管
理
し

て
い
る
も
の
な
の
で
、
補
助
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

で
は
68
万
９
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度

の
当
初
予
算
は
50
万
１
千
円

に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
老
人
ク
ラ
ブ
が
減
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
か
。

答
志
村
福
祉
課
長

 

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

は
10
団
体
分
で
計
上
し
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
中
に
２

団
体
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
の
当
初
予

算
で
は
８
団
体
分
で
計
上
し

て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
３
年
度
は
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
得
制
限
を
撤
廃

し
た
り
、
高
校
生
ま
で
の
入

通
院
費
助
成
を
行
っ
た
り
し

て
い
た
が
、
こ
の
事
業
を
継

続
す
る
に
当
た
っ
て
の
令
和

４
年
度
に
お
け
る
財
源
は
。

答
川
村
財
政
課
長

　
令
和
４
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
基
金
か
ら
一

部
繰
り
入
れ
し
て
、
残
り
は

一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

 

こ
の
委
託
料
に
９
９
５
万

５
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
詳
細
と
委
託
先
は
。

答
中
村
農
林
課
長

 

現
在
、
町
で
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
る

産
直
施
設
整
備
の
た
め
、
国

の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は

計
画
が
必
要
に
な
る
た
め
、

計
画
書
の
策
定
業
務
を
委
託

す
る
も
の
で
あ
る
。

 

委
託
先
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
入
札
等
を
行
っ
て
決

め
て
い
く
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
野
菜
等
産
地
の
所
得
向
上

と
産
地
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
労
働
時
間
削
減
等
の
省

力
化
に
向
け
た
機
械
の
導
入

な
ど
に
対
し
て
、
県
が
補
助

す
る
も
の
で
、
補
助
率
は
４

分
の
１
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
交
付
金
の
内
容
は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農

薬
を
原
則
５
割
以
下
に
抑
え

て
、
緑
肥
や
堆
肥
施
用
な
ど

地
球
温
暖
化
防
止
や
有
機
農

業
な
ど
生
物
多
様
性
保
全
に

効
果
の
高
い
営
農
活
動
を
行

う
場
合
に
受
け
ら
れ
る
補
助

と
な
っ
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
五
戸
ま
つ
り
が
２
年
連
続

で
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
伝
統
の
継
承
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
中
、
山
車
組
に
対

し
て
山
車
を
製
作
す
る
経
費

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

答
若
宮
町
長

　
事
業
内
容
等
の
精
査
を
進

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

で
き
る
よ
う
に
重
々
注
意
し

な
が
ら
、
適
正
な
予
算
の
執

行
に
努
め
て
い
く
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
先
日
も
、
ド
ロ
ー
ン
で
役

場
か
ら
切
谷
内
簡
易
郵
便
局

ま
で
病
院
の
処
方
薬
を
搬
送

す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
と

い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
用

を
し
て
い
く
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
防
災
力
の
強
化
等
の
ま
ち

づ
く
り
や
協
議
会
の
設
立
な

ど
の
事
業
推
進
に
活
用
し
て

い
く
。

問
和
田
智
也
委
員

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
）廃
棄
物
の
処
分
に
つ

い
て
は
期
限
が
定
め
ら
れ
て

お
り
早
期
の
対
応
が
必
要
と

な
る
。

　
廃
棄
物
の
主
な
も
の
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
電
気
関
係
の
安
定
器
で
あ

る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
内
に

あ
る
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
に
関

す
る
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

 

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
地

域
住
民
と
交
流
を
促
進
す
る

空
間
の
創
出
を
図
る
と
い
う

目
的
で
、
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

を
改
修
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
設
計
を
業
務
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
Ｄ
Ｃ
３
５
１
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
を
ご
の
へ
郷
土
館
に

移
送
す
る
計
画
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
も

ご
の
へ
郷
土
館
に
移
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
に
あ
る

膨
大
な
資
料
を
、
ご
の
へ
郷

土
館
に
移
す
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
２
つ
の
補
助
金
の
内

容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
生
活
路
線
バ
ス
運
行
維
持

費
補
助
金
は
、
赤
字
路
線
の

運
行
維
持
を
図
る
た
め
に
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
高
校
生
広
域
通
学
定
期
券

購
入
補
助
金
は
、
五
戸
高
校

が
令
和
４
年
３
月
末
で
閉
校

す
る
こ
と
に
伴
い
、
安
心
し

て
町
外
の
高
校
に
通
学
で
き

る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

定
期
券
を
購
入
す
る
方
へ
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
高
校
生
広
域
通
学
定
期
券

購
入
補
助
金
は
町
の
財
源
に

よ
る
補
助
の
よ
う
だ
が
、
県

立
高
校
閉
校
の
影
響
へ
の
支

援
な
の
で
、
県
か
ら
の
補
助

も
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
石
田
総
務
課
長

　
補
助
に
つ
い
て
は
町
村
会

を
通
じ
て
県
知
事
に
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。

予
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 大沢  義之 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

処方薬を積載して飛行するドローン

今年こそはと開催が望まれている五戸まつり ©東京ハイジ/五戸町

令和４年度当初予算を審議
　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：大沢義之議員、副委員長：和田智也議員）を設置
し、令和４年度の一般会計予算、各特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

移
住
・
交
流
推
進
業
務

委
託
料

新
社
会
人
ふ
る
さ
と

定
住
奨
励
金

五
戸
町
若
者
定
住
支
援

事
業
補
助
金

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等

補
助
金

五
戸
町
活
性
化
計
画

策
定
業
務
委
託
料

野
菜
等
産
地
生
産
・
販
売

力
強
化
事
業
費
補
助
金

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金

【
総
務
費
】

生
活
路
線
バ
ス
運
行
維
持
費

補
助
金
・
高
校
生
広
域
通
学

定
期
券
購
入
補
助
金

ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進

業
務
委
託
料

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

業
務
委
託
料

木
村
秀
政
ホ
ー
ル
改
修

実
施
設
計
業
務
委
託
料

木村秀政ホール

【
民
生
費
】

【
衛
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

五
戸
ま
つ
り
山
車
運
行
団
体

参
加
継
続
支
援
補
助
金

【
商
工
費
】

乳
幼
児
医
療
費
給
付
費



⑤ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ④

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
４
年
度
は
、
当
初
予

算
の
段
階
か
ら
財
政
調
整
基

金
を
１
億
５
０
０
０
万
円
繰

り
入
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
苦
し
い
財
政
状
況

下
で
あ
っ
て
も
、
町
民
の
方
々

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
た

い
と
い
う
若
宮
町
長
の
思
い

の
表
れ
で
あ
る
と
思
う
。

　
事
業
の
進
め
方
や
効
果
を

確
認
し
な
が
ら
財
政
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
人
と
人
、
人
と
情
報
が
緩

く
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
、

「
五
戸
み
ら
い
カ
フ
ェ
」と
、

地
域
の
高
校
生
と
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
地
域
の

大
人
た
ち
が
対
話
す
る
場
と

し
て
開
催
し
て
い
る
、「
ご
の

へ
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」
と
い
う
２
つ
の
事
業

を
開
催
す
る
た
め
の
業
務
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
令

和
４
年
度
も
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
奨

励
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
大
学
等
在
籍
中
に
県
内
企

業
等
か
ら
正
社
員
と
し
て
内

定
を
受
け
、
卒
業
年
度
末
日

に
、
五
戸
町
に
定
住
し
た
方

に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
交
付
確
定
日
か

ら
起
算
し
て
３
年
間
に
渡
っ

て
定
住
し
た
方
に
は
、
10
万

円
ず
つ
加
算
さ
れ
、
ト
ー
タ

ル
で
１
人
に
つ
き
最
高
55
万

円
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
奨
励
金
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
対
象
者
を「
高
校
卒
業
し

て
就
職
す
る
方
」ま
で
拡
大

し
て
は
ど
う
か
。

答
小
村
政
策
調
整
室
長

 

若
い
世
代
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
大
学
等
で
得

た
知
識
や
成
果
を
五
戸
町
で

生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
目

的
か
ら
そ
の
よ
う
な
要
件
に

し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
支
援
範
囲
の
拡
大

を
含
め
、
よ
り
有
効
な
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

 

若
者
の
移
住
定
住
促
進
及

び
子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、

五
戸
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

に
入
居
す
る
若
者
夫
婦
世
帯

に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
町
営
住
宅
に
入
居
す
る
場

合
は
対
象
に
な
る
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
町
営
住
宅
は
町
で
管
理
し

て
い
る
も
の
な
の
で
、
補
助
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

で
は
68
万
９
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度

の
当
初
予
算
は
50
万
１
千
円

に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
老
人
ク
ラ
ブ
が
減
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
か
。

答
志
村
福
祉
課
長

 

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

は
10
団
体
分
で
計
上
し
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
中
に
２

団
体
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
の
当
初
予

算
で
は
８
団
体
分
で
計
上
し

て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
３
年
度
は
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
得
制
限
を
撤
廃

し
た
り
、
高
校
生
ま
で
の
入

通
院
費
助
成
を
行
っ
た
り
し

て
い
た
が
、
こ
の
事
業
を
継

続
す
る
に
当
た
っ
て
の
令
和

４
年
度
に
お
け
る
財
源
は
。

答
川
村
財
政
課
長

　
令
和
４
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
基
金
か
ら
一

部
繰
り
入
れ
し
て
、
残
り
は

一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

 
こ
の
委
託
料
に
９
９
５
万

５
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
詳
細
と
委
託
先
は
。

答
中
村
農
林
課
長

 

現
在
、
町
で
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
る

産
直
施
設
整
備
の
た
め
、
国

の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は

計
画
が
必
要
に
な
る
た
め
、

計
画
書
の
策
定
業
務
を
委
託

す
る
も
の
で
あ
る
。

 

委
託
先
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
入
札
等
を
行
っ
て
決

め
て
い
く
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
野
菜
等
産
地
の
所
得
向
上

と
産
地
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
労
働
時
間
削
減
等
の
省

力
化
に
向
け
た
機
械
の
導
入

な
ど
に
対
し
て
、
県
が
補
助

す
る
も
の
で
、
補
助
率
は
４

分
の
１
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
交
付
金
の
内
容
は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農

薬
を
原
則
５
割
以
下
に
抑
え

て
、
緑
肥
や
堆
肥
施
用
な
ど

地
球
温
暖
化
防
止
や
有
機
農

業
な
ど
生
物
多
様
性
保
全
に

効
果
の
高
い
営
農
活
動
を
行

う
場
合
に
受
け
ら
れ
る
補
助

と
な
っ
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
五
戸
ま
つ
り
が
２
年
連
続

で
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
伝
統
の
継
承
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
中
、
山
車
組
に
対

し
て
山
車
を
製
作
す
る
経
費

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

答
若
宮
町
長

　
事
業
内
容
等
の
精
査
を
進

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結

で
き
る
よ
う
に
重
々
注
意
し

な
が
ら
、
適
正
な
予
算
の
執

行
に
努
め
て
い
く
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
先
日
も
、
ド
ロ
ー
ン
で
役

場
か
ら
切
谷
内
簡
易
郵
便
局

ま
で
病
院
の
処
方
薬
を
搬
送

す
る
実
証
実
験
を
行
っ
た
と

い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
用

を
し
て
い
く
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
防
災
力
の
強
化
等
の
ま
ち

づ
く
り
や
協
議
会
の
設
立
な

ど
の
事
業
推
進
に
活
用
し
て

い
く
。

問
和
田
智
也
委
員

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
）廃
棄
物
の
処
分
に
つ

い
て
は
期
限
が
定
め
ら
れ
て

お
り
早
期
の
対
応
が
必
要
と

な
る
。

　
廃
棄
物
の
主
な
も
の
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
電
気
関
係
の
安
定
器
で
あ

る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
内
に

あ
る
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
に
関

す
る
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

 

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
を
支
援
し
、
地

域
住
民
と
交
流
を
促
進
す
る

空
間
の
創
出
を
図
る
と
い
う

目
的
で
、
木
村
秀
政
ホ
ー
ル

を
改
修
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
設
計
を
業
務
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
Ｄ
Ｃ
３
５
１
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
を
ご
の
へ
郷
土
館
に

移
送
す
る
計
画
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
も

ご
の
へ
郷
土
館
に
移
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
に
あ
る

膨
大
な
資
料
を
、
ご
の
へ
郷

土
館
に
移
す
こ
と
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
２
つ
の
補
助
金
の
内

容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
生
活
路
線
バ
ス
運
行
維
持

費
補
助
金
は
、
赤
字
路
線
の

運
行
維
持
を
図
る
た
め
に
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
高
校
生
広
域
通
学
定
期
券

購
入
補
助
金
は
、
五
戸
高
校

が
令
和
４
年
３
月
末
で
閉
校

す
る
こ
と
に
伴
い
、
安
心
し

て
町
外
の
高
校
に
通
学
で
き

る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

定
期
券
を
購
入
す
る
方
へ
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
高
校
生
広
域
通
学
定
期
券

購
入
補
助
金
は
町
の
財
源
に

よ
る
補
助
の
よ
う
だ
が
、
県

立
高
校
閉
校
の
影
響
へ
の
支

援
な
の
で
、
県
か
ら
の
補
助

も
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
石
田
総
務
課
長

　
補
助
に
つ
い
て
は
町
村
会

を
通
じ
て
県
知
事
に
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。

予
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 大沢  義之 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

処方薬を積載して飛行するドローン

今年こそはと開催が望まれている五戸まつり ©東京ハイジ/五戸町

令和４年度当初予算を審議
　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：大沢義之議員、副委員長：和田智也議員）を設置
し、令和４年度の一般会計予算、各特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

移
住
・
交
流
推
進
業
務

委
託
料

新
社
会
人
ふ
る
さ
と

定
住
奨
励
金

五
戸
町
若
者
定
住
支
援

事
業
補
助
金

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等

補
助
金

五
戸
町
活
性
化
計
画

策
定
業
務
委
託
料

野
菜
等
産
地
生
産
・
販
売

力
強
化
事
業
費
補
助
金

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金

【
総
務
費
】

生
活
路
線
バ
ス
運
行
維
持
費

補
助
金
・
高
校
生
広
域
通
学

定
期
券
購
入
補
助
金

ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進

業
務
委
託
料

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理

業
務
委
託
料

木
村
秀
政
ホ
ー
ル
改
修

実
施
設
計
業
務
委
託
料

木村秀政ホール

【
民
生
費
】

【
衛
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

五
戸
ま
つ
り
山
車
運
行
団
体

参
加
継
続
支
援
補
助
金

【
商
工
費
】

乳
幼
児
医
療
費
給
付
費



⑦ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑥

令
和
４
年
度
こ
そ
は
五
戸
ま

つ
り
を
開
催
で
き
る
よ
う

に
、
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る

よ
う
町
と
し
て
も
応
援
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
設
定
し
た
。

　
補
助
の
内
容
と
し
て
は
、

山
車
の
製
作
費
、
点
検
修
繕

費
及
び
参
加
す
る
方
々
が
使

用
す
る
物
品
の
購
入
費
に
充

て
て
も
ら
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は

当
初
予
算
額
を
上
限
と
せ

ず
、
山
車
組
の
皆
様
と
協

議
を
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、

足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
増

額
補
正
し
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
。

答
若
宮
町
長

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
に
お
い
て
も
、
少
し
ず
つ

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
年
度

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
柏
田
匡
智
委
員

　
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
の

た
め
、
報
酬
を
増
額
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
金
額
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
消
防
団
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
年
額
報
酬
額
を

改
定
し
て
い
る
。

（
詳
細
は
左
表
の
と
お
り
）

　
出
動
報
酬
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
出
動
手
当
と
言
わ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
災
害

に
１
日
４
時
間
以
上
出
動
し

た
場
合
は
８
０
０
０
円
、

４
時
間
未
満
出
動
し
た
場
合

は
３
５
０
０
円
で
、
そ
の
他

の
警
戒
、
訓
練
等
に
出
動
し

た
場
合
は
１
５
０
０
円
を
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
こ
れ
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
３
か

年
計
画
の
事
業
で
、
避
難
所

ま
で
の
経
路
の
電
柱
や
壁
な

ど
に
近
く
の
避
難
所
に
誘
導

す
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
み
た

い
な
も
の
を
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
借
上
料
が
公
民
館
費

と
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
費
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
通
常
、
照
明
器
具
は
購
入

し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も

の
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
借
上

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
民
間
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
を
借
り
て
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
が
期

待
で
き
る
。
借
上
期
間
は
約

10
年
を
考
え
て
お
り
、
借
上

期
間
終
了
後
は
町
に
無
償
譲

渡
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
和
田
智
也
委
員

　
総
務
省
よ
り
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
公
営
企
業
会
計
へ

移
行
す
る
よ
う
要
請
が
出
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
導
入
な
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
和
田
委
員
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら

公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に

か
か
る
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。

　
下
水
道
だ
け
で
な
く
、
農

業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
及
び

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の

当
初
予
算
に
も
同
様
の
委
託

料
を
計
上
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

今
現
在
五
戸
総
合
病
院
で
運

用
し
て
い
る「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」と

い
う
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
診
療
控
え
や
、

医
師
及
び
そ
の
他
医
療
従
事

者
不
足
に
よ
っ
て
、
令
和
２

年
度
と
令
和
３
年
度
の
財
政

状
況
は
、
大
変
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
令
和
４
年
度
に
病
院
の
経

営
改
善
の
た
め
、
第
三
者
を

入
れ
て「
五
戸
総
合
病
院
経

営
改
革
検
討
委
員
会
」を
設

置
す
る
意
義
と
、
医
療
チ
ー

ム
の
ト
ッ
プ
と
し
て
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
院
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
安
藤
総
合
病
院
長

　
私
自
身
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
私
個
人
の
視
点
だ
け

で
な
く
、
外
部
有
識
者
の
ご

意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
改
革

し
て
い
け
る
環
境
に
す
る
こ

と
は
非
常
に
助
か
る
。

　
鈴
木
委
員
が
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
検
討
委
員
会
の
中

で
経
営
改
革
を
前
進
さ
せ
て

五
戸
町
の
医
療
提
供
体
制
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

小渡平公園歴史みらいパーク

災
害
発
生
時
に
、
火
災
な

ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

一
時
的
に
逃
げ
込
む
場
所

災
害
の
た
め
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
一
定
の
期
間
、
避

難
生
活
を
す
る
場
所

下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
出

病
院
事
業
会
計

【
避
難
場
所
】

【
避
難
所
】

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

避
難
所
標
識
・
誘
導
標
識
等

設
置
業
務
委
託
料

公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

消
防
団
員
報
酬
・
出
動
報
酬

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
借
上
料

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第20回　令和４年１月　臨時会
１月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第21回　令和４年２月　臨時会
２月18日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

条
例
の
全
部
改
正
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
の
全
部
改
正

【
内
容
】

・
本
町
の
企
業
立
地
推
進
の

た
め
の
奨
励
措
置
の
拡
充

及
び
そ
の
他
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
１
０
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
２
０
１
８
万
円

【
主
な
内
容
】

・
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化

対
応
業
務
委
託
料

２
７
１
万
９
千
円

・
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
シ

ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

98
万
５
千
円

・
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金２

億
４
２
７
０
万
円

・
臨
時
特
別
給
付
金
シ
ス
テ

ム
導
入
委
託
料

△
１
１
７
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

８
９
０
０
万
円

・
青
森
県
水
田
農
業
基
盤
強

化
事
業
費
補
助
金

57
万
５
千
円

・
除
雪
作
業
業
務
委
託
料

６
０
０
０
万
円

・
体
育
セ
ン
タ
ー
落
下
物
防

止
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
費

１
９
１
万
４
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

町
長
提
出
案
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
２
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

【
内
容
】

・
管
理
を
行
わ
せ
る
❶
及
び

❷
の
各
施
設
の
指
定
期
間

は
、
い
ず
れ
も
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
８
号
）

・
補
正
額（
増
額
）89万

９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
２
１
０
７
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
複
式
学
級
新
設
用
備
品

44
万
８
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶小渡平公園

管理を行わせる施設の名称 指定管理者となる団体の名称

公益財団法人五戸町スポーツ振興公社

❷歴史みらいパーク

団　　長 52,600円 82,500円
副 団 長 39,500円 69,000円
本部付分団長 25,900円 50,500円
分 団 長 25,900円 50,500円

班　　長 15,100円 37,000円
副分団長 20,700円 45,500円

団　　員 13,700円 36,500円
（機能別団員にあっては26,600円）

階級 現行 改定後

消防団員年額報酬の改定内容



⑦ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑥

令
和
４
年
度
こ
そ
は
五
戸
ま

つ
り
を
開
催
で
き
る
よ
う

に
、
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
る

よ
う
町
と
し
て
も
応
援
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
設
定
し
た
。

　
補
助
の
内
容
と
し
て
は
、

山
車
の
製
作
費
、
点
検
修
繕

費
及
び
参
加
す
る
方
々
が
使

用
す
る
物
品
の
購
入
費
に
充

て
て
も
ら
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は

当
初
予
算
額
を
上
限
と
せ

ず
、
山
車
組
の
皆
様
と
協

議
を
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、

足
り
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
増

額
補
正
し
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
。

答
若
宮
町
長

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
に
お
い
て
も
、
少
し
ず
つ

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
年
度

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
柏
田
匡
智
委
員

　
消
防
団
員
の
待
遇
改
善
の

た
め
、
報
酬
を
増
額
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
金
額
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
消
防
団
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
年
額
報
酬
額
を

改
定
し
て
い
る
。

（
詳
細
は
左
表
の
と
お
り
）

　
出
動
報
酬
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
出
動
手
当
と
言
わ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
災
害

に
１
日
４
時
間
以
上
出
動
し

た
場
合
は
８
０
０
０
円
、

４
時
間
未
満
出
動
し
た
場
合

は
３
５
０
０
円
で
、
そ
の
他

の
警
戒
、
訓
練
等
に
出
動
し

た
場
合
は
１
５
０
０
円
を
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　
こ
れ
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
３
か

年
計
画
の
事
業
で
、
避
難
所

ま
で
の
経
路
の
電
柱
や
壁
な

ど
に
近
く
の
避
難
所
に
誘
導

す
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
み
た

い
な
も
の
を
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
借
上
料
が
公
民
館
費

と
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
費
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
通
常
、
照
明
器
具
は
購
入

し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も

の
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
借
上

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
民
間
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
を
借
り
て
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
が
期

待
で
き
る
。
借
上
期
間
は
約

10
年
を
考
え
て
お
り
、
借
上

期
間
終
了
後
は
町
に
無
償
譲

渡
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
和
田
智
也
委
員

　
総
務
省
よ
り
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
公
営
企
業
会
計
へ

移
行
す
る
よ
う
要
請
が
出
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
導
入
な
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
和
田
委
員
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら

公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に

か
か
る
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。

　
下
水
道
だ
け
で
な
く
、
農

業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
及
び

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の

当
初
予
算
に
も
同
様
の
委
託

料
を
計
上
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

今
現
在
五
戸
総
合
病
院
で
運

用
し
て
い
る「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
」と

い
う
公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
診
療
控
え
や
、

医
師
及
び
そ
の
他
医
療
従
事

者
不
足
に
よ
っ
て
、
令
和
２

年
度
と
令
和
３
年
度
の
財
政

状
況
は
、
大
変
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
令
和
４
年
度
に
病
院
の
経

営
改
善
の
た
め
、
第
三
者
を

入
れ
て「
五
戸
総
合
病
院
経

営
改
革
検
討
委
員
会
」を
設

置
す
る
意
義
と
、
医
療
チ
ー

ム
の
ト
ッ
プ
と
し
て
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
院
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
安
藤
総
合
病
院
長

　
私
自
身
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
私
個
人
の
視
点
だ
け

で
な
く
、
外
部
有
識
者
の
ご

意
見
を
頂
戴
し
な
が
ら
改
革

し
て
い
け
る
環
境
に
す
る
こ

と
は
非
常
に
助
か
る
。

　
鈴
木
委
員
が
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
検
討
委
員
会
の
中

で
経
営
改
革
を
前
進
さ
せ
て

五
戸
町
の
医
療
提
供
体
制
を

守
っ
て
い
き
た
い
。

小渡平公園歴史みらいパーク

災
害
発
生
時
に
、
火
災
な

ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

一
時
的
に
逃
げ
込
む
場
所

災
害
の
た
め
自
宅
で
過
ご

す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
一
定
の
期
間
、
避

難
生
活
を
す
る
場
所

下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
出

病
院
事
業
会
計

【
避
難
場
所
】

【
避
難
所
】

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

避
難
所
標
識
・
誘
導
標
識
等

設
置
業
務
委
託
料

公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

消
防
団
員
報
酬
・
出
動
報
酬

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
借
上
料

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第20回　令和４年１月　臨時会
１月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第21回　令和４年２月　臨時会
２月18日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

条
例
の
全
部
改
正
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
の
全
部
改
正

【
内
容
】

・
本
町
の
企
業
立
地
推
進
の

た
め
の
奨
励
措
置
の
拡
充

及
び
そ
の
他
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
１
０
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
２
０
１
８
万
円

【
主
な
内
容
】

・
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化

対
応
業
務
委
託
料

２
７
１
万
９
千
円

・
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
シ

ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

98
万
５
千
円

・
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金２

億
４
２
７
０
万
円

・
臨
時
特
別
給
付
金
シ
ス
テ

ム
導
入
委
託
料

△
１
１
７
万
６
千
円

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

８
９
０
０
万
円

・
青
森
県
水
田
農
業
基
盤
強

化
事
業
費
補
助
金

57
万
５
千
円

・
除
雪
作
業
業
務
委
託
料

６
０
０
０
万
円

・
体
育
セ
ン
タ
ー
落
下
物
防

止
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
費

１
９
１
万
４
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

町
長
提
出
案
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
２
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

【
内
容
】

・
管
理
を
行
わ
せ
る
❶
及
び

❷
の
各
施
設
の
指
定
期
間

は
、
い
ず
れ
も
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
８
号
）

・
補
正
額（
増
額
）89万

９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
２
１
０
７
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
複
式
学
級
新
設
用
備
品

44
万
８
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶小渡平公園

管理を行わせる施設の名称 指定管理者となる団体の名称

公益財団法人五戸町スポーツ振興公社

❷歴史みらいパーク

団　　長 52,600円 82,500円
副 団 長 39,500円 69,000円
本部付分団長 25,900円 50,500円
分 団 長 25,900円 50,500円

班　　長 15,100円 37,000円
副分団長 20,700円 45,500円

団　　員 13,700円 36,500円
（機能別団員にあっては26,600円）

階級 現行 改定後

消防団員年額報酬の改定内容



⑨ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑧

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
３
９
３
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
１
億
１
１
６
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

△
１
２
０
０
万
円

・
五
戸
町
自
治
会
施
設
整
備

費
補
助
金

△
３
７
０
万
円

・
Ｄ
Ｃ
３
５
１
運
搬
業
務
委

託
料

△
７
６
５
万
円

・
Ｄ
Ｃ
３
５
１
搬
入
記
録
映

像
作
成
業
務
委
託
料

　
　
△
２
８
９
万
３
千
円

・
敬
老
会
事
業
業
務
委
託
料

△
３
８
５
万
１
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出

金
△
１
４
０
２
万
２
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
事
務
手
数
料

△
８
９
６
万
４
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

１
３
４
７
万
８
千
円

・
農
業
委
員
会
委
員
報
酬

３
２
４
万
７
千
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
用
地
費

△
６
３
６
万
９
千
円

・
立
竹
木
等
移
転
補
償
費

△
４
２
７
万
７
千
円

・
五
戸
ま
つ
り
事
業
費
補
助

金

△
３
８
０
万
円

・
橋
梁
補
修
工
事
費

５
２
７
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

工
事
費

８
４
０
０
万
円

・
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
負
担
金

△
１
２
９
９
万
４
千
円

・
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

△
４
４
０
万
円

・
奨
学
資
金
貸
付
金

△
４
８
０
万
円

な
ど
、
お
お
む
ね
国
・
県
の

補
助
金
等
の
確
定
及
び
年
度

末
の
調
整
に
よ
る
も
の

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
５
３
０
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
６
３
０
１
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
直
営
診
療
施
設
勘
定
操
出

金

△
５
３
０
万
２
千
円

❸
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
３
７
５
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
１
１
１
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費△

１
０
０
０
万
円

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費

△
４
０
０
万
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
２
５
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
７
６
８
３
万
円

【
主
な
内
容
】

・
管
路
施
設
工
事
費

△
１
４
１
２
万
８
千
円

❺
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
66
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
４
６
０
２
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
処
理
施
設
維
持
管
理
業
務

委
託
料

△
67
万
４
千
円

❻
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
７
２
３
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
７
４
６
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
料

△
６
０
０
万
円

・
浄
化
槽
整
備
工
事
費

△
１
１
２
３
万
６
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

８
９
１
１
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
施
設
等
管
理
業
務
委

託
料

△
52
万
８
千
円

❽
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
６
８
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
５
６
０
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
公
有
財
産
購
入
費

３
９
８
万
５
千
円

❾
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
３
３
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
０
７
１
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込（
移
設
）

工
事
費

２
３
３
万
２
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
収
益
的
収
入

１
億
４
９
３
０
万
５
千
円

増
の
23
億
７
２
２
９
万
６

千
円

【
主
な
内
容
】

・
各
交
付
金
及
び
補
助
金
の

増
減
に
よ
る
も
の

○
収
益
的
支
出

１
３
４
万
９
千
円
減
の
26

億
８
８
３
３
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
給
与
費
の
減
額
、
薬
品
や

診
療
材
料
費
の
追
加
な
ど

に
よ
る
も
の

○
資
本
的
収
入

４
６
２
２
万
４
千
円
減
の

４
億
１
３
７
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
企
業
債
及
び
補
助
金
の
減

額
に
よ
る
も
の

○
資
本
的
支
出

５
５
２
４
万
４
千
円
減
の

６
億
５
０
９
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
建
設
改
良
費
及
び
投
資
の

減
額
に
よ
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

　
令
和
４
年
３
月
１
日
付
け

で
、
三
浦
專
治
郎
議
長
か
ら

「
一
身
上
の
都
合
」を
理
由
に

議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
22
回
定
例
会
初
日
の
本

会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
議

長
の
辞
職
許
可
に
つ
い
て
賛

成
少
数
の
た
め
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
三
浦
專
治

郎
議
長
は
留
任
と
な
り
ま
し

た
。

●
議
長
の
辞
職
の
件
に
つ
い

て
◎
三
浦
專
治
郎
氏（
75
歳
）

賛
成
５
人

和
　
田
　
智
　
也
　
議
員

鈴
　
木
　
隆
　
也
　
議
員

尾
　
形
　
裕
　
之
　
議
員

松
　
山
　
泰
　
治
　
議
員

古
　
田
　
陸
　
夫
　
議
員

反
対
８
人

柏
　
田
　
匡
　
智
　
議
員

川
　
﨑
　
七
　
洋
　
議
員

大
久
保
　
和
　
夫
　
議
員

豊
　
田
　
孝
　
夫
　
議
員

大
　
沢
　
義
　
之
　
議
員

川
　
村
　
浩
　
昭
　
議
員

中
川
原
　
賢
　
治
　
議
員

三
　
浦
　
俊
　
哉
　
議
員

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
少
数
の
た
め
否
決

❶
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
９
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
６
１
４
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
６
７
２
２
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
事
業
継
続
支
援
補
助
金

３
３
６
５
万
円

・
農
家
燃
料
費
支
援
事
業
補

助
金

１
２
０
０
万
円

議決件数　36件

原案可決

31　　件

同　　意

４　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

第22回　令和４年３月　定例会
３月８日から１６日までの９日間の会期で定例会が開催されました。

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
10
件

審
議
の
結
果

【
内
容
】

全
員
賛
成
で
承
認

❶
五
戸
町
手
話
言
語
条
例

【
内
容
】

・
手
話
に
対
す
る
理
解
及
び

普
及
促
進
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
、
手
話
に

よ
る
意
思
疎
通
の
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
が
廃
止
さ

れ
、
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
法
律
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
非
常
勤
職
員
に
係
る
育
児

休
業
等
の
取
得
要
件
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の

❸
五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
押
印
手
続
の
見
直
し
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の

❹
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❺
五
戸
町
都
市
計
画
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の

定
数
の
見
直
し
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❻
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❼
五
戸
町
公
共
浄
化
槽
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
公
共
浄
化
槽
設
置
申
請
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❽
五
戸
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
消
防
団
員
の
報
酬
額
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

❾
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
練
習
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
提
出
案
件

議
長
の
辞
職
許
可
を
否
決

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

条
例
の
制
定
　
１
件

み

じ

う
ら
せ
ん

ろ
う



⑨ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑧

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
３
９
３
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
１
億
１
１
６
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
町
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

△
１
２
０
０
万
円

・
五
戸
町
自
治
会
施
設
整
備

費
補
助
金

△
３
７
０
万
円

・
Ｄ
Ｃ
３
５
１
運
搬
業
務
委

託
料

△
７
６
５
万
円

・
Ｄ
Ｃ
３
５
１
搬
入
記
録
映

像
作
成
業
務
委
託
料

　
　
△
２
８
９
万
３
千
円

・
敬
老
会
事
業
業
務
委
託
料

△
３
８
５
万
１
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出

金
△
１
４
０
２
万
２
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
事
務
手
数
料

△
８
９
６
万
４
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

１
３
４
７
万
８
千
円

・
農
業
委
員
会
委
員
報
酬

３
２
４
万
７
千
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
用
地
費

△
６
３
６
万
９
千
円

・
立
竹
木
等
移
転
補
償
費

△
４
２
７
万
７
千
円

・
五
戸
ま
つ
り
事
業
費
補
助

金

△
３
８
０
万
円

・
橋
梁
補
修
工
事
費

５
２
７
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

工
事
費

８
４
０
０
万
円

・
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
負
担
金

△
１
２
９
９
万
４
千
円

・
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

△
４
４
０
万
円

・
奨
学
資
金
貸
付
金

△
４
８
０
万
円

な
ど
、
お
お
む
ね
国
・
県
の

補
助
金
等
の
確
定
及
び
年
度

末
の
調
整
に
よ
る
も
の

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
５
３
０
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
６
３
０
１
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
直
営
診
療
施
設
勘
定
操
出

金

△
５
３
０
万
２
千
円

❸
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
３
７
５
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
１
１
１
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費△

１
０
０
０
万
円

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費

△
４
０
０
万
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
２
５
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
７
６
８
３
万
円

【
主
な
内
容
】

・
管
路
施
設
工
事
費

△
１
４
１
２
万
８
千
円

❺
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
66
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
４
６
０
２
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
処
理
施
設
維
持
管
理
業
務

委
託
料

△
67
万
４
千
円

❻
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
７
２
３
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
７
４
６
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
導
入
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
料

△
６
０
０
万
円

・
浄
化
槽
整
備
工
事
費

△
１
１
２
３
万
６
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

８
９
１
１
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
施
設
等
管
理
業
務
委

託
料

△
52
万
８
千
円

❽
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
６
８
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
５
６
０
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
公
有
財
産
購
入
費

３
９
８
万
５
千
円

❾
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
３
３
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
０
７
１
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込（
移
設
）

工
事
費

２
３
３
万
２
千
円


病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
収
益
的
収
入

１
億
４
９
３
０
万
５
千
円

増
の
23
億
７
２
２
９
万
６

千
円

【
主
な
内
容
】

・
各
交
付
金
及
び
補
助
金
の

増
減
に
よ
る
も
の

○
収
益
的
支
出

１
３
４
万
９
千
円
減
の
26

億
８
８
３
３
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
給
与
費
の
減
額
、
薬
品
や

診
療
材
料
費
の
追
加
な
ど

に
よ
る
も
の

○
資
本
的
収
入

４
６
２
２
万
４
千
円
減
の

４
億
１
３
７
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
企
業
債
及
び
補
助
金
の
減

額
に
よ
る
も
の

○
資
本
的
支
出

５
５
２
４
万
４
千
円
減
の

６
億
５
０
９
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
建
設
改
良
費
及
び
投
資
の

減
額
に
よ
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

　
令
和
４
年
３
月
１
日
付
け

で
、
三
浦
專
治
郎
議
長
か
ら

「
一
身
上
の
都
合
」を
理
由
に

議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
22
回
定
例
会
初
日
の
本

会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
議

長
の
辞
職
許
可
に
つ
い
て
賛

成
少
数
の
た
め
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
三
浦
專
治

郎
議
長
は
留
任
と
な
り
ま
し

た
。

●
議
長
の
辞
職
の
件
に
つ
い

て
◎
三
浦
專
治
郎
氏（
75
歳
）

賛
成
５
人

和
　
田
　
智
　
也
　
議
員

鈴
　
木
　
隆
　
也
　
議
員

尾
　
形
　
裕
　
之
　
議
員

松
　
山
　
泰
　
治
　
議
員

古
　
田
　
陸
　
夫
　
議
員

反
対
８
人

柏
　
田
　
匡
　
智
　
議
員

川
　
﨑
　
七
　
洋
　
議
員

大
久
保
　
和
　
夫
　
議
員

豊
　
田
　
孝
　
夫
　
議
員

大
　
沢
　
義
　
之
　
議
員

川
　
村
　
浩
　
昭
　
議
員

中
川
原
　
賢
　
治
　
議
員

三
　
浦
　
俊
　
哉
　
議
員

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
少
数
の
た
め
否
決

❶
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
９
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
６
１
４
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
０
億
６
７
２
２
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
事
業
継
続
支
援
補
助
金

３
３
６
５
万
円

・
農
家
燃
料
費
支
援
事
業
補

助
金

１
２
０
０
万
円

議決件数　36件

原案可決

31　　件

同　　意

４　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

第22回　令和４年３月　定例会
３月８日から１６日までの９日間の会期で定例会が開催されました。

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
10
件

審
議
の
結
果

【
内
容
】

全
員
賛
成
で
承
認

❶
五
戸
町
手
話
言
語
条
例

【
内
容
】

・
手
話
に
対
す
る
理
解
及
び

普
及
促
進
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
、
手
話
に

よ
る
意
思
疎
通
の
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
が
廃
止
さ

れ
、
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
法
律
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
非
常
勤
職
員
に
係
る
育
児

休
業
等
の
取
得
要
件
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の

❸
五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
押
印
手
続
の
見
直
し
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の

❹
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❺
五
戸
町
都
市
計
画
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
都
市
計
画
審
議
会
委
員
の

定
数
の
見
直
し
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❻
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❼
五
戸
町
公
共
浄
化
槽
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
公
共
浄
化
槽
設
置
申
請
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

❽
五
戸
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
消
防
団
員
の
報
酬
額
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の

❾
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
五
戸
町
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
練
習
場
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
提
出
案
件

議
長
の
辞
職
許
可
を
否
決

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

条
例
の
制
定
　
１
件

み

じ

う
ら
せ
ん

ろ
う



⑪ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑩

　
倉
石
温
泉
利
活
用
事
業
者

を
公
募
す
る
こ
と
に
至
る
ま

で
の
経
緯
と
選
定
方
法
は
。

　
町
で
は
、
倉
石
温
泉
運
営

事
業
検
討
委
員
会
の
運
営
事

業
廃
止
も
や
む
を
得
な
い
と

の
報
告
を
尊
重
し
、
町
が
運

営
主
体
と
な
っ
て
温
泉
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
令
和

２
年
度
末
を
も
っ
て
終
わ
り

に
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
倉

石
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
の

請
願
書
に
付
さ
れ
た
６
０
０

世
帯
余
り
の
署
名
数
の
重
さ

を
考
慮
し
、
地
域
住
民
に
よ

る
任
意
団
体
や
民
間
事
業
者

等
か
ら
の
新
た
な
提
案
に
よ

り
、
自
ら
の
力
で
温
泉
事
業

を
運
営
し
て
み
た
い
と
い
う

熱
意
と
そ
の
計
画
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
一
度
に
限

り
、
今
回
故
障
し
た
ボ
イ
ラ
ー

並
び
に
ボ
イ
ラ
ー
ま
わ
り
の

配
管
工
事
な
ど
の
営
業
に
必

要
最
低
限
の
施
設
設
備
の
改

修
を
行
え
る
よ
う
に
町
議
会

に
諮
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
、
事
業
者
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
複
数
の
事
業
者
か
ら

応
募
が
あ
り
、
企
画
内
容
の

重
要
事
項
で
あ
る
、
温
泉
の

経
営
に
係
る
入
浴
料
、
営
業

日
等
の
収
支
計
画
及
び
施
設

の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
町
か
ら
条
件
を
付
す
る

こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
事

業
者
が
企
画
し
た
提
案
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内

容
を
審
査
し
て
契
約
締
結
交

渉
事
業
者
を
選
定
し
た
。

　
町
が
五
戸
町
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
浴
場
を
設
置
す
る

際
に
、
入
浴
料
等
に
つ
い
て
、

民
間
浴
場
経
営
者
と
協
議

し
、
合
意
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
倉
石
温
泉
利
活
用

事
業
者
と
契
約
を
締
結
す
る

に
当
た
り
、
一
度
に
限
り
改

修
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

再
度
条
件
を
提
示
し
て
協
議

し
、
合
意
に
至
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
平
成
２
年
11
月
に
開
催
し

た
五
戸
町
公
衆
浴
場
組
合
と

の
協
議
に
つ
い
て
は
、
町
が

営
業
主
体
と
な
っ
て
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
公
衆
浴
場
法

に
規
定
す
る
浴
場
営
業
許
可

を
申
請
し
、
平
成
２
年
８
月

に
県
知
事
か
ら
許
可
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
協
議
が
実
施

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

　
今
回
の
倉
石
温
泉
に
係
る

公
衆
浴
場
法
に
規
定
す
る
営

業
許
可
に
つ
い
て
は
、
温
泉

運
営
事
業
者
が
自
ら
許
可
申

請
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

町
が
運
営
等
に
関
わ
る
こ
と

は
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
必

要
で
あ
れ
ば
既
存
民
間
浴
場

経
営
者
と
協
議
さ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
町
内
の
公
衆
浴
場

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
町
内
の
民
間
浴
場
衰
退
を

防
ぎ
、
町
民
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
、

公
衆
浴
場
運
営
費
補
助
金
及

び
公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
を
計
上
し
て
お

り
、
状
況
に
応
じ
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
継
続
し
て
公

衆
浴
場
運
営
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
地
域
住
民
に

温
泉
施
設
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
施
設
の
核
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
町
の
負
担
で
五
戸
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
の
修
繕

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
民

間
浴
場
経
営
者
か
ら
見
れ
ば

不
公
平
さ
を
感
じ
る
と
思
う
。

民
間
の
浴
場
に
つ
い
て
も
、

例
え
ば
、
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新

を
行
う
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
、

町
で
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い

も
の
か
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
た

だ
、
前
述
で
町
長
が
答
弁
し

て
い
る
と
お
り
、
令
和
４
年

度
の
当
初
予
算
に
公
衆
浴
場

施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
と

し
て
１
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
民
間
浴
場
経
営
者
へ
の
補

助
に
つ
い
て
再
度
協
議
し
、

ど
ち
ら
も「w

in-w
in

」に
な

る
よ
う
な
合
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

❾
一
般
会
計
予
算

❶
一
般
会
計
予
算

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予

算
❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算

●
病
院
事
業
会
計
予
算

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー

ジ
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
倉
橋
　
隆
穂
氏（
67
歳
）

　
字
中
道

　【
再
任
】

任
期

　
令
和
４
年
３
月
22
日
〜

　
令
和
７
年
３
月
21
日

❷
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
川
原
　
經
氏（
74
歳
）

　
大
字
扇
田
字
寺
沢

　【
再
任
】

❸
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
柳
沢
　
一
範
氏（
63
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
中
久
木

　【
再
任
】

❹
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
川
原
光
亮
氏（
64
歳
）

　
字
正
場
沢

　【
新
任
】

❷
か
ら
❹
の
任
期
は
い
ず
れ
も

令
和
４
年
７
月
１
日
〜

令
和
７
年
６
月
30
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

尾
形
　
裕
之 

議
員

　
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
最
近
物
価
が
高
騰
し
て

い
る
。
こ
の
際
、
賃
金
を
上

げ
な
い
限
り
こ
の
日
本
の
経

済
は
成
り
立
た
な
い
。
日
本

は
失
わ
れ
た
20
年
間
に
よ
っ

て
、
デ
フ
レ
化
し
た
。
私
は

政
策
的
に
賃
金
を
上
げ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
、

こ
の
陳
情
を
採
択
し
た
い
。

賛
成
１
人

尾
　
形
　
裕
　
之
　
議
員

反
対
13
人

沢
　
田
　
良
　
一
　
議
員

和
　
田
　
智
　
也
　
議
員

柏
　
田
　
匡
　
智
　
議
員

川
　
﨑
　
七
　
洋
　
議
員

鈴
　
木
　
隆
　
也
　
議
員

大
久
保
　
和
　
夫
　
議
員

豊
　
田
　
孝
　
夫
　
議
員

大
　
沢
　
義
　
之
　
議
員

松
　
山
　
泰
　
治
　
議
員

川
　
村
　
浩
　
昭
　
議
員

古
　
田
　
陸
　
夫
　
議
員

中
川
原
　
賢
　
治
　
議
員

三
　
浦
　
俊
　
哉
　
議
員

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
少
数
の
た
め
否
決

❷
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
見
直
し
に
つ
い
て
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
　
択（
願
意
妥
当
・
意
見

書
の
伴
う
議
会
提
出
案
件
）

全
員
賛
成
で
採
択

❶
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
見
直
し
に
つ
い
て
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
懸
念
を

持
つ
生
産
現
場
へ
の
大
き

な
混
乱
や
営
農
断
念
が
生

じ
な
い
よ
う
、
国
に
対
し

適
切
か
つ
慎
重
な
対
応
を

求
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
４
年
度
当
初
予
算
　
11
件

1011

議
会
提
出
案
件
　
１
件

審
議
の
結
果

意
見
書
　
１
件

３
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

人
事
　
４
件

町
長
追
加
提
出
案
件

本
会
議
で
の
陳
情
❶

に
対
す
る
討
論

【
賛
成
討
論
】

陳
情
　
２
件

本
会
議
で
の
審
議
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

◆倉石温泉営業再開のために町の負担で改修
　するのであれば、民間浴場経営者と再度協
　議が必要なのでは
町長　民間浴場経営者間で協議されていく
　　　ものと考えている

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

早期の営業再開が望まれる倉石温泉

五戸町社会福祉センター

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

大
久
保
副
町
長

意 

見

一般質問

お がた ゆきひろ

尾形　裕之 議員

く
ら

た
か

は
し

お

や
な
ぎ

か
ず

さ
わ

の
り

な
か

お
さ
む

が
わ
ら

な
か

こ
う

が
わ
ら

す
け

一般質問



⑪ ごのへ議会だより 第43号 ごのへ議会だより 第43号 ⑩

　
倉
石
温
泉
利
活
用
事
業
者

を
公
募
す
る
こ
と
に
至
る
ま

で
の
経
緯
と
選
定
方
法
は
。

　
町
で
は
、
倉
石
温
泉
運
営

事
業
検
討
委
員
会
の
運
営
事

業
廃
止
も
や
む
を
得
な
い
と

の
報
告
を
尊
重
し
、
町
が
運

営
主
体
と
な
っ
て
温
泉
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
令
和

２
年
度
末
を
も
っ
て
終
わ
り

に
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
倉

石
地
区
連
合
自
治
会
か
ら
の

請
願
書
に
付
さ
れ
た
６
０
０

世
帯
余
り
の
署
名
数
の
重
さ

を
考
慮
し
、
地
域
住
民
に
よ

る
任
意
団
体
や
民
間
事
業
者

等
か
ら
の
新
た
な
提
案
に
よ

り
、
自
ら
の
力
で
温
泉
事
業

を
運
営
し
て
み
た
い
と
い
う

熱
意
と
そ
の
計
画
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、
一
度
に
限

り
、
今
回
故
障
し
た
ボ
イ
ラ
ー

並
び
に
ボ
イ
ラ
ー
ま
わ
り
の

配
管
工
事
な
ど
の
営
業
に
必

要
最
低
限
の
施
設
設
備
の
改

修
を
行
え
る
よ
う
に
町
議
会

に
諮
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
か

ら
、
事
業
者
を
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
複
数
の
事
業
者
か
ら

応
募
が
あ
り
、
企
画
内
容
の

重
要
事
項
で
あ
る
、
温
泉
の

経
営
に
係
る
入
浴
料
、
営
業

日
等
の
収
支
計
画
及
び
施
設

の
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
町
か
ら
条
件
を
付
す
る

こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
事

業
者
が
企
画
し
た
提
案
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内

容
を
審
査
し
て
契
約
締
結
交

渉
事
業
者
を
選
定
し
た
。

　
町
が
五
戸
町
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
浴
場
を
設
置
す
る

際
に
、
入
浴
料
等
に
つ
い
て
、

民
間
浴
場
経
営
者
と
協
議

し
、
合
意
に
至
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
倉
石
温
泉
利
活
用

事
業
者
と
契
約
を
締
結
す
る

に
当
た
り
、
一
度
に
限
り
改

修
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

再
度
条
件
を
提
示
し
て
協
議

し
、
合
意
に
至
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
平
成
２
年
11
月
に
開
催
し

た
五
戸
町
公
衆
浴
場
組
合
と

の
協
議
に
つ
い
て
は
、
町
が

営
業
主
体
と
な
っ
て
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
公
衆
浴
場
法

に
規
定
す
る
浴
場
営
業
許
可

を
申
請
し
、
平
成
２
年
８
月

に
県
知
事
か
ら
許
可
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
協
議
が
実
施

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

　
今
回
の
倉
石
温
泉
に
係
る

公
衆
浴
場
法
に
規
定
す
る
営

業
許
可
に
つ
い
て
は
、
温
泉

運
営
事
業
者
が
自
ら
許
可
申

請
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

町
が
運
営
等
に
関
わ
る
こ
と

は
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
必

要
で
あ
れ
ば
既
存
民
間
浴
場

経
営
者
と
協
議
さ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
町
内
の
公
衆
浴
場

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
町
内
の
民
間
浴
場
衰
退
を

防
ぎ
、
町
民
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
、

公
衆
浴
場
運
営
費
補
助
金
及

び
公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
を
計
上
し
て
お

り
、
状
況
に
応
じ
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
継
続
し
て
公

衆
浴
場
運
営
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
地
域
住
民
に

温
泉
施
設
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
施
設
の
核
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
町
の
負
担
で
五
戸
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
の
修
繕

を
行
う
こ
と
に
対
し
て
、
民

間
浴
場
経
営
者
か
ら
見
れ
ば

不
公
平
さ
を
感
じ
る
と
思
う
。

民
間
の
浴
場
に
つ
い
て
も
、

例
え
ば
、
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新

を
行
う
ぐ
ら
い
の
こ
と
を
、

町
で
や
っ
て
い
た
だ
け
な
い

も
の
か
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
た

だ
、
前
述
で
町
長
が
答
弁
し

て
い
る
と
お
り
、
令
和
４
年

度
の
当
初
予
算
に
公
衆
浴
場

施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
と

し
て
１
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
民
間
浴
場
経
営
者
へ
の
補

助
に
つ
い
て
再
度
協
議
し
、

ど
ち
ら
も「w

in-w
in

」に
な

る
よ
う
な
合
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

❾
一
般
会
計
予
算

❶
一
般
会
計
予
算

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予

算
❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算

●
病
院
事
業
会
計
予
算

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー

ジ
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
倉
橋
　
隆
穂
氏（
67
歳
）

　
字
中
道

　【
再
任
】

任
期

　
令
和
４
年
３
月
22
日
〜

　
令
和
７
年
３
月
21
日

❷
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
川
原
　
經
氏（
74
歳
）

　
大
字
扇
田
字
寺
沢

　【
再
任
】

❸
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
柳
沢
　
一
範
氏（
63
歳
）

　
大
字
倉
石
又
重
字
中
久
木

　【
再
任
】

❹
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

◎
中
川
原
光
亮
氏（
64
歳
）

　
字
正
場
沢

　【
新
任
】

❷
か
ら
❹
の
任
期
は
い
ず
れ
も

令
和
４
年
７
月
１
日
〜

令
和
７
年
６
月
30
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

尾
形
　
裕
之 

議
員

　
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
最
近
物
価
が
高
騰
し
て

い
る
。
こ
の
際
、
賃
金
を
上

げ
な
い
限
り
こ
の
日
本
の
経

済
は
成
り
立
た
な
い
。
日
本

は
失
わ
れ
た
20
年
間
に
よ
っ

て
、
デ
フ
レ
化
し
た
。
私
は

政
策
的
に
賃
金
を
上
げ
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
、

こ
の
陳
情
を
採
択
し
た
い
。

賛
成
１
人

尾
　
形
　
裕
　
之
　
議
員

反
対
13
人

沢
　
田
　
良
　
一
　
議
員

和
　
田
　
智
　
也
　
議
員

柏
　
田
　
匡
　
智
　
議
員

川
　
﨑
　
七
　
洋
　
議
員

鈴
　
木
　
隆
　
也
　
議
員

大
久
保
　
和
　
夫
　
議
員

豊
　
田
　
孝
　
夫
　
議
員

大
　
沢
　
義
　
之
　
議
員

松
　
山
　
泰
　
治
　
議
員

川
　
村
　
浩
　
昭
　
議
員

古
　
田
　
陸
　
夫
　
議
員

中
川
原
　
賢
　
治
　
議
員

三
　
浦
　
俊
　
哉
　
議
員

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
少
数
の
た
め
否
決

❷
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
見
直
し
に
つ
い
て
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
　
択（
願
意
妥
当
・
意
見

書
の
伴
う
議
会
提
出
案
件
）

全
員
賛
成
で
採
択

❶
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
見
直
し
に
つ
い
て
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
懸
念
を

持
つ
生
産
現
場
へ
の
大
き

な
混
乱
や
営
農
断
念
が
生

じ
な
い
よ
う
、
国
に
対
し

適
切
か
つ
慎
重
な
対
応
を

求
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
４
年
度
当
初
予
算
　
11
件

1011

議
会
提
出
案
件
　
１
件

審
議
の
結
果

意
見
書
　
１
件

３
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

人
事
　
４
件

町
長
追
加
提
出
案
件

本
会
議
で
の
陳
情
❶

に
対
す
る
討
論

【
賛
成
討
論
】

陳
情
　
２
件

本
会
議
で
の
審
議
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

◆倉石温泉営業再開のために町の負担で改修
　するのであれば、民間浴場経営者と再度協
　議が必要なのでは
町長　民間浴場経営者間で協議されていく
　　　ものと考えている

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

早期の営業再開が望まれる倉石温泉

五戸町社会福祉センター

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

質
問 

④

答 

大
久
保
副
町
長

意 

見

一般質問

お がた ゆきひろ

尾形　裕之 議員

く
ら

た
か

は
し

お

や
な
ぎ

か
ず

さ
わ

の
り

な
か

お
さ
む

が
わ
ら

な
か

こ
う

が
わ
ら

す
け

一般質問
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森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い

み
ち
を
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
か
。

　
町
内
の
経
営
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い

て
、
所
有
者
に
対
し
森
林

経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
を

行
い
、
森
林
経
営
管
理
制
度

を
進
め
、
森
林
整
備
を
推
進

し
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
森
林
の
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
。

　
五
戸
町
は
、「
五
戸
大
工
」

と
古
く
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う

に
優
秀
な
大
工
が
い
る
と
と

も
に
、
優
良
な
木
材（
建
築

材
）の
産
地
で
あ
る
と
聞
く
。

　
本
税
を
活
用
し
、
資
源
管

理
や
販
路
拡
大
に
取
り
組
む

考
え
は
。

 

　
民
間
の
知
識
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
森
林
を
中
心
と
し

た
産
業
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
地
球
環
境
の
保
全
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
未
来
に
向
け

た
取
組
を
行
い
た
い
。

　
窓
口
行
政
の
簡
素
化
、
効

率
化
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
必
要
と
考

え
る
が
、
当
町
に
お
け
る
普

及
率
は
。
ま
た
、
年
齢
別
で

の
普
及
率
は
い
か
が
か
。

 

現
在
の
普
及
率
は
全
国
で

42
％
、
五
戸
町
で
は
28
％
と

な
っ
て
い
る
。（
五
戸
町
に

お
け
る
年
齢
別
の
普
及
率
は

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

　
令
和
元
年
９
月
、
厚
生
労

働
省
が
五
戸
総
合
病
院
を
含

め
た
県
内
10
の
公
立
病
院
に

つ
い
て
、
診
療
実
績
が
少
な

い
な
ど
を
理
由
に
、
再
編
や

統
合
な
ど
の
議
論
が
必
要
だ

と
し
て
病
院
名
を
公
表
し

た
。

　
そ
の
後
の
進
展
や
現
状
は
。

　
国
か
ら
は
そ
の
後
、
必
ず

し
も
統
合
や
廃
止
の
判
断
を

求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
地

域
の
実
情
に
関
す
る
知
見
等

も
補
い
な
が
ら
、
議
論
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ

る
と
改
め
て
説
明
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
再

編
や
統
合
な
ど
の
結
論
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
地
域

の
医
療
提
供
体
制
の
在
り
方

が
見
直
さ
れ
る
中
、
五
戸
地

域
に
お
け
る
基
幹
的
医
療
機

関
で
あ
る
五
戸
総
合
病
院
の

存
在
意
義
を
国
や
県
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
。

　
五
戸
総
合
病
院
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
基
準
内
繰

入
金
及
び
基
準
外
繰
入
金
は

当
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
。

　
経
営
改
善
の
取
組
は
。

　
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
理

想
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。

　
昨
年
度
は
、
医
師
や
そ
の

他
の
医
療
従
事
者
の
不
足
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
診
療
控

え
の
影
響
で
厳
し
い
経
営
で

あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
外
部
有

識
者
の
提
言
を
取
り
入
れ
る

た
め
、「
五
戸
総
合
病
院
経

営
改
革
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
、
経
営
改
革
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

　
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）推
進
計
画
に
基
づ

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
持
者
が
、
転
出
・
転
入
手

続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
子

育
て
や
介
護
関
係
の
行
政
手

続
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
高
齢
者
に
優
し
い
窓
口
と

し
て
、
口
頭
で
手
続
内
容
を

確
認
し
て
窓
口
担
当
者
が
申

請
書
類
を
作
成
で
き
る
方
式

を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

　
確
か
に
、
高
齢
者
に
限
ら

ず
、
各
種
申
請
書
類
の
記
入

に
手
間
取
り
時
間
を
要
す
る

場
合
が
あ
る
。
全
国
の
動
向

を
み
る
と
、「
書
か
な
い
窓

口
」を
推
進
し
て
い
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

当
町
に
お
い
て
も
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
各
種
申
請
書
様
式
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
関
係
課
と
協

議
を
進
め
て
統
一
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
口
頭
に
よ
る
窓
口
申
請
手

続
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、

実
施
済
み
の
自
治
体
を
参
考

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

　
関
係
課
で
検
討
す
る
際
、

実
施
済
み
自
治
体
を
参
考
に
、

当
町
の
窓
口
業
務
体
制
に
合

わ
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
の
米
価
下
落
に
伴
い
、

生
産
者
の
意
欲
が
減
退
し
、

作
付
け
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
令
和
４
年
度
の
当
町

に
お
け
る
生
産
数
量
目
標
は
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
と
令
和

３
年
度
と
比
較
し
て
数
量
の

変
化
は
い
か
が
で
あ
っ
た
か
。

　
令
和
４
年
度
の
生
産
数
量

目
標
は
、
３
６
０
７
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度

よ
り
７
８
１
ト
ン
、
令
和
３

年
度
よ
り
５
０
２
ト
ン
減
少

し
て
い
る
。

　
作
付
け
さ
れ
な
い
水
田
は

荒
廃
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
面
積
の
増
減
は
。

　
令
和
２
年
度
は
約
６
４
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
３
年
度
は

約
６
６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
約
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
増
え
て
い
る
。
令
和
４
年

度
に
つ
い
て
は
、
面
積
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
ま
だ
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
稲
作
農
家
の
動
向
に
つ
い

て
、直
近
５
年
間
で
比
較
し

て
は
い
か
が
か
。

　
休
耕
や
水
田
全
て
を
転
作

に
す
る
、
高
齢
や
稲
作
経
営

へ
の
不
安
か
ら
離
農
す
る
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
水

田
の
一
部
は
、
担
い
手
が
借

り
受
け
、
耕
作
す
る
な
ど
の

動
向
が
あ
る
。（
直
近
５
年

間
の
稲
作
農
家
の
増
減
は
右

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
が
見

直
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て

懸
念
さ
れ
る
事
情
は
あ
る
か
。

　
大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
水
稲
の

作
付
け
を
行
わ
な
か
っ
た
水

田
は
、
令
和
９
年
度
以
降
交

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
水

田
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

収
益
が
米
の
販
売
代
金
の
み

と
な
る
た
め
、
収
入
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員
とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

＊
基
準
内
繰
入
金
及
び

　
基
準
外
繰
入
金
と
は

　
経
費
の
負
担
区
分
に
基

づ
き
、
一
般
会
計
が
病
院

事
業
会
計
に
対
し
て
行
う

操
出
金
の
基
本
的
な
考
え

方
を
操
出
基
準
と
い
う
。

具
体
的
な
基
準
は
総
務
省

か
ら
毎
年
度
示
さ
れ
る
。

　
こ
の
操
出
基
準
に
沿
っ

て
病
院
事
業
会
計
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
繰
入
金
を「
基

準
内
繰
入
金
」、
そ
れ
以

外
の
繰
入
金
を
「
基
準
外

繰
入
金
」と
呼
ぶ
。

＊
森
林
環
境
譲
与
税
と
は

　
市
区
町
村
や
都
道
府
県

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
森
林
整
備

及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

事
業
を
幅
広
く
弾
力
的
に

実
施
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
活
用
さ
れ
る
。

　
私
有
林
人
工
林
面
積
、

林
業
就
業
者
及
び
人
口
に

よ
る
客
観
的
な
基
準
で

按（
あ
ん
）分
し
譲
与
さ
れ

て
い
る
。

＊

＊

一般質問

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

◆
高
齢
者
に
優
し
い
環
境
整
備
の
た
め
に

　「
書
か
な
い
窓
口
」化
を
進
め
て
は

　町
長

　「書
か
な
い
窓
口
」を
実
施
し
て

　
　
　
　い
る
自
治
体
を
参
考
に
し
た
い

◆
昨
年
の
米
価
下
落
の
影
響
で
今
後
予
測
さ
れ
る
こ
と
は

　町
長

　高
齢
化
や
稲
作
経
営
へ
の
不
安
か
ら
離
農
す
る
農
家
が

　
　
　
　増
え
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る

◆
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
み
ち
は

　町
長

　森
林
経
営
の
意
向
調
査
を
基
に

　
　
　
　森
林
の
公
益
的
な
機
能
を
維
持

　
　
　
　増
進
す
る

◆
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
改
善
の
取
組
は

　町
長

　経
営
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　し
、
外
部
有
識
者
の
提
言
を
取
り

　
　
　
　入
れ
る

一般質問
答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

赤
坂
住
民
課
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

① 

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

④ 

質
問 

③ 

質
問 

① 

五戸総合病院

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

基準内繰入金 714,213 715,123 688,542 690,685 712,263

基準外繰入金 143,000 115,000 0 223,000 375,000

繰入金 計 857,213 830,123 688,542 913,685 1,087,263

五戸総合病院に対する一般会計からの繰入金の状況
（単位：千円）

24.0%
27.7% 27.2% 29.0% 30.1% 30.6%

26.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

五戸町のマイナンバーカード普及
率を年齢別に比較すると？

五戸町における直近５年間の稲作農家
戸数の推移は？

980戸 911戸 867戸 800戸 743戸

0戸

200戸

400戸

600戸

800戸

1000戸

1200戸

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
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森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い

み
ち
を
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
か
。

　
町
内
の
経
営
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い

て
、
所
有
者
に
対
し
森
林

経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
を

行
い
、
森
林
経
営
管
理
制
度

を
進
め
、
森
林
整
備
を
推
進

し
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
森
林
の
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
。

　
五
戸
町
は
、「
五
戸
大
工
」

と
古
く
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う

に
優
秀
な
大
工
が
い
る
と
と

も
に
、
優
良
な
木
材（
建
築

材
）の
産
地
で
あ
る
と
聞
く
。

　
本
税
を
活
用
し
、
資
源
管

理
や
販
路
拡
大
に
取
り
組
む

考
え
は
。

 

　
民
間
の
知
識
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
森
林
を
中
心
と
し

た
産
業
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
地
球
環
境
の
保
全
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
未
来
に
向
け

た
取
組
を
行
い
た
い
。

　
窓
口
行
政
の
簡
素
化
、
効

率
化
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
必
要
と
考

え
る
が
、
当
町
に
お
け
る
普

及
率
は
。
ま
た
、
年
齢
別
で

の
普
及
率
は
い
か
が
か
。

 

現
在
の
普
及
率
は
全
国
で

42
％
、
五
戸
町
で
は
28
％
と

な
っ
て
い
る
。（
五
戸
町
に

お
け
る
年
齢
別
の
普
及
率
は

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

　
令
和
元
年
９
月
、
厚
生
労

働
省
が
五
戸
総
合
病
院
を
含

め
た
県
内
10
の
公
立
病
院
に

つ
い
て
、
診
療
実
績
が
少
な

い
な
ど
を
理
由
に
、
再
編
や

統
合
な
ど
の
議
論
が
必
要
だ

と
し
て
病
院
名
を
公
表
し

た
。

　
そ
の
後
の
進
展
や
現
状
は
。

　
国
か
ら
は
そ
の
後
、
必
ず

し
も
統
合
や
廃
止
の
判
断
を

求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
地

域
の
実
情
に
関
す
る
知
見
等

も
補
い
な
が
ら
、
議
論
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ

る
と
改
め
て
説
明
が
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
再

編
や
統
合
な
ど
の
結
論
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
地
域

の
医
療
提
供
体
制
の
在
り
方

が
見
直
さ
れ
る
中
、
五
戸
地

域
に
お
け
る
基
幹
的
医
療
機

関
で
あ
る
五
戸
総
合
病
院
の

存
在
意
義
を
国
や
県
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
。

　
五
戸
総
合
病
院
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
基
準
内
繰

入
金
及
び
基
準
外
繰
入
金
は

当
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
。

　
経
営
改
善
の
取
組
は
。

　
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
理

想
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。

　
昨
年
度
は
、
医
師
や
そ
の

他
の
医
療
従
事
者
の
不
足
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
診
療
控

え
の
影
響
で
厳
し
い
経
営
で

あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
外
部
有

識
者
の
提
言
を
取
り
入
れ
る

た
め
、「
五
戸
総
合
病
院
経

営
改
革
検
討
委
員
会
」を
設

置
し
、
経
営
改
革
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

 

　
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）推
進
計
画
に
基
づ

き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

所
持
者
が
、
転
出
・
転
入
手

続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
子

育
て
や
介
護
関
係
の
行
政
手

続
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

え
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　
高
齢
者
に
優
し
い
窓
口
と

し
て
、
口
頭
で
手
続
内
容
を

確
認
し
て
窓
口
担
当
者
が
申

請
書
類
を
作
成
で
き
る
方
式

を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

　
確
か
に
、
高
齢
者
に
限
ら

ず
、
各
種
申
請
書
類
の
記
入

に
手
間
取
り
時
間
を
要
す
る

場
合
が
あ
る
。
全
国
の
動
向

を
み
る
と
、「
書
か
な
い
窓

口
」を
推
進
し
て
い
る
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

当
町
に
お
い
て
も
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
各
種
申
請
書
様
式
に
つ
い

て
も
、
今
後
、
関
係
課
と
協

議
を
進
め
て
統
一
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
口
頭
に
よ
る
窓
口
申
請
手

続
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、

実
施
済
み
の
自
治
体
を
参
考

に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

　
関
係
課
で
検
討
す
る
際
、

実
施
済
み
自
治
体
を
参
考
に
、

当
町
の
窓
口
業
務
体
制
に
合

わ
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
の
米
価
下
落
に
伴
い
、

生
産
者
の
意
欲
が
減
退
し
、

作
付
け
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
令
和
４
年
度
の
当
町

に
お
け
る
生
産
数
量
目
標
は
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
と
令
和

３
年
度
と
比
較
し
て
数
量
の

変
化
は
い
か
が
で
あ
っ
た
か
。

　
令
和
４
年
度
の
生
産
数
量

目
標
は
、
３
６
０
７
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度

よ
り
７
８
１
ト
ン
、
令
和
３

年
度
よ
り
５
０
２
ト
ン
減
少

し
て
い
る
。

　
作
付
け
さ
れ
な
い
水
田
は

荒
廃
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
面
積
の
増
減
は
。

　
令
和
２
年
度
は
約
６
４
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
３
年
度
は

約
６
６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
約
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
増
え
て
い
る
。
令
和
４
年

度
に
つ
い
て
は
、
面
積
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
ま
だ
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
稲
作
農
家
の
動
向
に
つ
い

て
、直
近
５
年
間
で
比
較
し

て
は
い
か
が
か
。

　
休
耕
や
水
田
全
て
を
転
作

に
す
る
、
高
齢
や
稲
作
経
営

へ
の
不
安
か
ら
離
農
す
る
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
水

田
の
一
部
は
、
担
い
手
が
借

り
受
け
、
耕
作
す
る
な
ど
の

動
向
が
あ
る
。（
直
近
５
年

間
の
稲
作
農
家
の
増
減
は
右

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
が
見

直
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て

懸
念
さ
れ
る
事
情
は
あ
る
か
。

　
大
き
な
変
更
点
と
し
て
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
水
稲
の

作
付
け
を
行
わ
な
か
っ
た
水

田
は
、
令
和
９
年
度
以
降
交

付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
水

田
と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

収
益
が
米
の
販
売
代
金
の
み

と
な
る
た
め
、
収
入
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
る
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員
とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

＊
基
準
内
繰
入
金
及
び

　
基
準
外
繰
入
金
と
は

　
経
費
の
負
担
区
分
に
基

づ
き
、
一
般
会
計
が
病
院

事
業
会
計
に
対
し
て
行
う

操
出
金
の
基
本
的
な
考
え

方
を
操
出
基
準
と
い
う
。

具
体
的
な
基
準
は
総
務
省

か
ら
毎
年
度
示
さ
れ
る
。

　
こ
の
操
出
基
準
に
沿
っ

て
病
院
事
業
会
計
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
繰
入
金
を「
基

準
内
繰
入
金
」、
そ
れ
以

外
の
繰
入
金
を
「
基
準
外

繰
入
金
」と
呼
ぶ
。

＊
森
林
環
境
譲
与
税
と
は

　
市
区
町
村
や
都
道
府
県

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
森
林
整
備

及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

事
業
を
幅
広
く
弾
力
的
に

実
施
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
活
用
さ
れ
る
。

　
私
有
林
人
工
林
面
積
、

林
業
就
業
者
及
び
人
口
に

よ
る
客
観
的
な
基
準
で

按（
あ
ん
）分
し
譲
与
さ
れ

て
い
る
。

＊

＊

一般質問

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

◆
高
齢
者
に
優
し
い
環
境
整
備
の
た
め
に

　「
書
か
な
い
窓
口
」化
を
進
め
て
は

　町
長

　「書
か
な
い
窓
口
」を
実
施
し
て

　
　
　
　い
る
自
治
体
を
参
考
に
し
た
い

◆
昨
年
の
米
価
下
落
の
影
響
で
今
後
予
測
さ
れ
る
こ
と
は

　町
長

　高
齢
化
や
稲
作
経
営
へ
の
不
安
か
ら
離
農
す
る
農
家
が

　
　
　
　増
え
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る

◆
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
み
ち
は

　町
長

　森
林
経
営
の
意
向
調
査
を
基
に

　
　
　
　森
林
の
公
益
的
な
機
能
を
維
持

　
　
　
　増
進
す
る

◆
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
改
善
の
取
組
は

　町
長

　経
営
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　し
、
外
部
有
識
者
の
提
言
を
取
り

　
　
　
　入
れ
る

一般質問
答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

赤
坂
住
民
課
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

① 

質
問 

② 

質
問 

② 

質
問 

④ 

質
問 

③ 

質
問 

① 

五戸総合病院

区 分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

基準内繰入金 714,213 715,123 688,542 690,685 712,263

基準外繰入金 143,000 115,000 0 223,000 375,000

繰入金 計 857,213 830,123 688,542 913,685 1,087,263

五戸総合病院に対する一般会計からの繰入金の状況
（単位：千円）

24.0%
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10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

五戸町のマイナンバーカード普及
率を年齢別に比較すると？

五戸町における直近５年間の稲作農家
戸数の推移は？
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●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
議
員
の
ほ
か
、

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
議
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る「
川
村

浩
昭
」議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

　
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。

私
も
家
族
が
と
て
も
大
事
な

の
で
す
が
、
議
員
と
い
う
の

は
町
民
の
皆
様
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

家
族
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
何
よ
り
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
川
村
議
員
は
町
で
発
生

し
た
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ

ル
に
対
し
て
、
行
政
が

ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か

大
変
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　
そ
の
反
面
、
町
の
中
で

は
年
越
し
の
時
に
花
火

を
揚
げ
た
り
、
南
京
玉

す
だ
れ
と
い
う
演
芸
を

披
露
さ
れ
た
り
と
、
い
ろ

い
ろ
な
一
面
を
お
持
ち

だ
な
と
思
っ
て
い
つ
も

拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

 

　
平
成
21
年
に
起
こ
っ
た
夢

の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
現
金
の

盗
難
事
件
や
、
最
近
で
は
町

内
に
あ
る
温
泉
の
料
金
に
つ

い
て
の
話
で
し
ょ
う
か
。

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

あ
る
の
は
、
事
故
や
失
敗
は

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
起

こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
題
は
そ
れ
に
ど
の
よ
う
な

対
処
を
す
る
か
で
あ
っ
て
、

そ
の
時
の
対
処
の
方
法
が
間

違
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
間
違
っ
た
こ
と
を
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
対
処
の
方
法
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、
私
は
全
て
の
町
民

の
視
点
に
立
っ
た
公
平
性
の

Ｑ
　
川
村
議
員
の
長
男
さ
ん

の
お
子
さ
ん
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
初
孫
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

Ｑ
　
議
員
活
動
と
い
う
の
は

家
の
仕
事
に
穴
を
あ
け

が
ち
な
も
の
な
の
で
、

家
族
の
助
け
が
あ
る
と

い
う
の
は
本
当
に
支
え

に
な
り
ま
す
ね
。

Ｑ
　
長
男
ご
夫
婦
さ
ん
方
と

は
同
居
さ
れ
て
い
な
い

の
で
す
ね
。

Ｑ
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
い
き
な
り

で
す
が
、
先
日
お
孫
さ
ん

が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

そ
う
で
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
決
断
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
の
施
設

と
い
う
の
は
町
民
の
皆
様
か

ら
集
め
た
税
金
で
建
設
し
て

運
営
す
る
も
の
な
の
に
、

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て

利
用
料
金
が
違
う
と
い
う
こ

と
が
あ
る
と
な
か
な
か
納
得

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

　
で
す
か
ら
、
私
は
町
民
の

皆
様
が
気
持
ち
よ
く
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
花
火
を
揚
げ
る
お
話
に

関
連
し
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
。
花
火
や

演
芸
の
披
露
も
、
何
か
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と

も
、
町
民
の
皆
様
の
日
々
の

生
活
の
中
に
潤
い
を
感
じ
て

も
ら
っ
て
、
毎
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
し
、
そ
う
い
う

環
境
で
過
ご
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
き
っ
と
五
戸
町
の
こ

と
が
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
っ

て
、
10
年
後
、
20
年
後
に
五

戸
町
を
背
負
っ
て
く
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
思
い
な

が
ら
今
い
ろ
い
ろ
な
人
を
巻

き
込
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
年
末
年
始
に
や
っ
て
い

る
年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
花
火
と
い
う
の
は
、

現
在
は
川
村
議
員
の
長

男
さ
ん
が
主
催
さ
れ
て

い
る
の
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
な
ん
で
す
。
近
頃
の

若
い
人
は
熱
意
の
あ
る
人
が

多
く
て
、
幸
い
な
こ
と
に
そ

の
中
で
良
い
仲
間
を
見
つ
け

て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
私
の

意
思
を
継
い
で
、
と
言
う

つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、

彼
ら
の
進
む
道
を
示
す
こ
と

ぐ
ら
い
は
で
き
て
い
た
の
か

な
と
思
う
と
報
わ
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
何
に
し
て
も
、
今
は
も
う

若
い
人
の
時
代
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
彼
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
、
や
り
た
い
こ
と

を
ど
ん
ど
ん
実
現
さ
せ
て
あ

げ
た
い
な
と
、
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
若
者
の
一
人
と
し
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
こ
ち

ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
最
後
に
今
後

の
町
政
へ
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
は
国
政
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う「
持
続
可
能
な
社
会

を
作
る
」
と
い
う
目
標
を

立
て
て
お
り
、
ど
の
自
治
体

も
そ
れ
を
意
識
し
て
政
策
を

立
案
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
青
森
県
の
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
五
戸
町
に
お
い
て
も

き
ち
ん
と
将
来
を
見
据
え

て
、
何
と
か
消
滅
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
持
続
で
き
る
五
戸

町
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（了

）

議員インタビュー

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
様
で
元
気
な
女
の
子

が
生
ま
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
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内
孫
と
し
て
は
一
人
目
で

す
ね
。
こ
の
間
慌
て
て
倉
庫

の
中
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
上
で
く
る
く
る

回
っ
て
あ
や
し
て
く
れ
る

お
も
ち
ゃ（※

ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
）

を
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
、

家
に
来
た
時
に
寝
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
ん
で
す
よ
。

第３回年越しカウントダウン花火の様子
新年が良い年であることを願って
75発の花火が打ち揚がりました。

五戸町をはじめ青森県南地域に
古くから根付いている「南部煎餅」
の製造・販売に携わっています。

　
五
戸
町
の
中
で
別
々
に

住
ん
で
い
ま
す
。
息
子
は

勤
め
に
出
て
い
ま
す
が
、息
子

の
妻
は
私
の
稼
業
で
あ
る
煎

餅
屋
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ

て
い
て
、
も
う
こ
の
人
な
し

で
は
仕
事
が
で
き
な
い
と
い

う
く
ら
い
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
頭
が
上
が
り
ま

せ
ん
よ
、
本
当
に
。
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五戸町議会議員名鑑❾

川　村　浩　昭 議員
生年月日：昭和22年３月29日（75歳）
担当委員会：総務常任委員会
当選回数：６回
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●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
議
員
の
ほ
か
、

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
議
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る「
川
村

浩
昭
」議
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

　
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。

私
も
家
族
が
と
て
も
大
事
な

の
で
す
が
、
議
員
と
い
う
の

は
町
民
の
皆
様
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

家
族
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
何
よ
り
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
川
村
議
員
は
町
で
発
生

し
た
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ

ル
に
対
し
て
、
行
政
が

ど
ん
な
対
応
を
す
る
の
か

大
変
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　
そ
の
反
面
、
町
の
中
で

は
年
越
し
の
時
に
花
火

を
揚
げ
た
り
、
南
京
玉

す
だ
れ
と
い
う
演
芸
を

披
露
さ
れ
た
り
と
、
い
ろ

い
ろ
な
一
面
を
お
持
ち

だ
な
と
思
っ
て
い
つ
も

拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

 

　
平
成
21
年
に
起
こ
っ
た
夢

の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
現
金
の

盗
難
事
件
や
、
最
近
で
は
町

内
に
あ
る
温
泉
の
料
金
に
つ

い
て
の
話
で
し
ょ
う
か
。

　
基
本
的
な
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え
方
と
し
て

あ
る
の
は
、
事
故
や
失
敗
は
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と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
起

こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
題
は
そ
れ
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ど
の
よ
う
な

対
処
を
す
る
か
で
あ
っ
て
、

そ
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時
の
対
処
の
方
法
が
間

違
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
間
違
っ
た
こ
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を
し

て
し
ま
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ま
す
。
そ
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だ
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避
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な
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れ
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な
り
ま
せ

ん
の
で
、
対
処
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方
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も
い

ろ
い
ろ
あ
る
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、
私
は
全
て
の
町
民

の
視
点
に
立
っ
た
公
平
性
の

Ｑ
　
川
村
議
員
の
長
男
さ
ん

の
お
子
さ
ん
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
初
孫
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

Ｑ
　
議
員
活
動
と
い
う
の
は

家
の
仕
事
に
穴
を
あ
け

が
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な
も
の
な
の
で
、

家
族
の
助
け
が
あ
る
と

い
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本
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え
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ね
。

Ｑ
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す
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。

Ｑ
　
本
日
は
よ
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し
く
お
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ま
す
。
い
き
な
り

で
す
が
、
先
日
お
孫
さ
ん
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お
生
ま
れ
に
な
っ
た

そ
う
で
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
決
断
を
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
の
施
設

と
い
う
の
は
町
民
の
皆
様
か

ら
集
め
た
税
金
で
建
設
し
て

運
営
す
る
も
の
な
の
に
、

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て

利
用
料
金
が
違
う
と
い
う
こ

と
が
あ
る
と
な
か
な
か
納
得

で
き
な
い
で
す
よ
ね
。

　
で
す
か
ら
、
私
は
町
民
の

皆
様
が
気
持
ち
よ
く
毎
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
花
火
を
揚
げ
る
お
話
に

関
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し
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
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ね
。
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と
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潤
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、
そ
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思
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な

が
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今
い
ろ
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ろ
な
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を
巻
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込
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で
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張
っ
て
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ま
す
。
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年
末
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始
に
や
っ
て
い

る
年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
花
火
と
い
う
の
は
、

現
在
は
川
村
議
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の
長
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が
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催
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れ
て

い
る
の
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
な
ん
で
す
。
近
頃
の

若
い
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は
熱
意
の
あ
る
人
が

多
く
て
、
幸
い
な
こ
と
に
そ

の
中
で
良
い
仲
間
を
見
つ
け

て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
私
の

意
思
を
継
い
で
、
と
言
う

つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、

彼
ら
の
進
む
道
を
示
す
こ
と

ぐ
ら
い
は
で
き
て
い
た
の
か

な
と
思
う
と
報
わ
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
何
に
し
て
も
、
今
は
も
う
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い
人
の
時
代
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
彼
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の
サ
ポ
ー

ト
を
し
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、
や
り
た
い
こ
と

を
ど
ん
ど
ん
実
現
さ
せ
て
あ

げ
た
い
な
と
、
そ
う
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
若
者
の
一
人
と
し
て
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
こ
ち

ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
最
後
に
今
後

の
町
政
へ
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
は
国
政
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う「
持
続
可
能
な
社
会

を
作
る
」
と
い
う
目
標
を

立
て
て
お
り
、
ど
の
自
治
体

も
そ
れ
を
意
識
し
て
政
策
を

立
案
し
て
い
ま
す
。
将
来
的

に
青
森
県
の
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
五
戸
町
に
お
い
て
も

き
ち
ん
と
将
来
を
見
据
え

て
、
何
と
か
消
滅
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
持
続
で
き
る
五
戸

町
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（了

）

議員インタビュー

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
様
で
元
気
な
女
の
子

が
生
ま
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
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内
孫
と
し
て
は
一
人
目
で

す
ね
。
こ
の
間
慌
て
て
倉
庫

の
中
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
上
で
く
る
く
る

回
っ
て
あ
や
し
て
く
れ
る

お
も
ち
ゃ（※

ベ
ッ
ド
メ
リ
ー
）

を
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
、

家
に
来
た
時
に
寝
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
ん
で
す
よ
。

第３回年越しカウントダウン花火の様子
新年が良い年であることを願って
75発の花火が打ち揚がりました。

五戸町をはじめ青森県南地域に
古くから根付いている「南部煎餅」
の製造・販売に携わっています。

　
五
戸
町
の
中
で
別
々
に

住
ん
で
い
ま
す
。
息
子
は

勤
め
に
出
て
い
ま
す
が
、息
子

の
妻
は
私
の
稼
業
で
あ
る
煎

餅
屋
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ

て
い
て
、
も
う
こ
の
人
な
し

で
は
仕
事
が
で
き
な
い
と
い

う
く
ら
い
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
頭
が
上
が
り
ま

せ
ん
よ
、
本
当
に
。
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委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
和
　
田
　
智
　
也

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
　
夫

発
行
責
任
者

議

長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

令
和
４
年
４
月
22
日
発
行

　
２
年
間
の
委
員
会
任
期
を

終
え
、
３
月
か
ら
新
た
な

広
報
常
任
委
員
会
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
今
期
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

い
、
対
策
に
四
苦
八
苦
し
て

い
る
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
勃
発
し

た
こ
と
で
世
界
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
資
源
価
格
の
高
騰
が

巻
き
起
こ
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
も
大
き
な
影
響
が
表
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
世
の
中
の
情
勢
が
ま
っ
た

く
落
ち
着
き
を
見
せ
な
い
中

で
す
が
、
五
戸
町
で
は
令
和

４
年
３
月
31
日
に
五
戸
高
校

が
そ
の
役
目
を
終
え
、
閉
門

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界

も
日
本
も
五
戸
町
も
、
本
当

に
大
変
な
状
況
に
あ
り
、
今

が
一
番
苦
し
い
時
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
明
け
な
い

夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
る
い

未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
残
せ

る
よ
う
に
、
全
員
で
団
結
し
て

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
　
川
﨑
　
七
洋

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
４
年
７
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

６月定例会は６月中旬開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

委員の任期満了により 

各委員会の改選が行われました

役 職 名
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

議　員　氏　名
三　浦　俊　哉
大　沢　義　之
和　田　智　也
豊　田　孝　夫
古　田　陸　夫
中川原　賢　治

議会運営委員会（６人）
議会の会期や議会運営、議長の諮問事項などについて協議します。

　第22回定例会初日に、各委員会の任期満了
により、委員の改選が行われ、委員の所属が
変更となりました。
　本町議会では、議会運営委員会と４つの常
任委員会が設置されています。
　各委員会の任期は２年ですが、今回の委員
の任期は、議員の任期満了日である令和６年
２月28日までとなります。

役 職 名 議　員　氏　名

経済常任委員会（５人）
産業経済、土木建設に関する事務を所管します。

役 職 名
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

議　員　氏　名
川　﨑　七　洋
豊　田　孝　夫
和　田　智　也
柏　田　匡　智
鈴　木　隆　也
大久保　和　夫

広報常任委員会（６人）
議会の広報を所管します。

役 職 名
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

議　員　氏　名
中川原　賢　治
柏　田　匡　智
和　田　智　也
鈴　木　隆　也
川　村　浩　昭
欠　　　　　員

総務常任委員会（６人）
総務、税務、教育及び選挙に関する事務並びに他の常任委員会
の所管に属しない事務を所管します。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

古　田　陸　夫

大久保　和　夫

豊　田　孝　夫

沢　田　良　一

三　浦　專治郎

役 職 名 議　員　氏　名

民生常任委員会（５人）
社会福祉、消防、上下水道、総合病院、国民健康保険、高齢者
医療及び介護保険に関する事務を所管します。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

大　沢　義　之

三　浦　俊　哉

川　﨑　七　洋

尾　形　裕　之

松　山　泰　治
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